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ご
あ
い
さ
つ

磨き上げた最高水準、維持・発展へ

　
東
海
道
新
幹
線
は
本
日
、
お
か

げ
さ
ま
で
開
業

年
の
節
目
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
開
業

以
来
、
戦
後
の
日
本
経
済
の
復
興

と
と
も
に
、
東
京
―
名
古
屋
―
大

阪
と
い
う
日
本
の
大
動
脈
輸
送
を

担
う
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
成
長

を
支
え
て
き
た
中
、

億
人
も
の

お
客
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た

こ
と
に
、
心
よ
り
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
特
に
技
術
面
で
は
、
世
界
に
お

け
る
高
速
鉄
道
の
先
駆
者
と
し
て

「
安
全
」
を
第
一
に
、
「
正
確
」

高
速

　
快
適

そ
し
て
「
高
頻

度
・
大
量
輸
送

環
境
適
合
性

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
最
高
水
準

を
目
指
し
て
磨
き
上
げ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
日
本
企
業

の
力
の
結
晶
と
い
え
ま
す
。
戦
後

日
本
を
代
表
す
る
技
術
の
一
つ
と

し
て
、
小
さ
な
部
品
の
一
つ
ひ
と

つ
か
ら
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
、
新
幹
線
を
支
え
て
お
ら
れ
る

全
て
の
皆
さ
ま
に
、
あ
ら
め
て
敬

意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
鉄
道
に
お
い
て
最
も
大
切
な

「
安
全
」
で
は
、
乗
車
中
の
お
客

さ
ま
の
死
傷
事
故
ゼ
ロ
と
い
う

記
録
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
東
海
道
新
幹
線
の
安
全
・

安
定
輸
送
を
支
え
る
さ
ま
ざ
ま
な

設
備
は
も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
運
行

に
関
わ
る
多
く
の
人
々
に
よ
る
安

全
へ
の
確
実
な
意
識
と
努
力
が
相

ま
っ
て
実
現
で
き
て
い
る
も
の
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
積
み
重
ね
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

は
、
１
９
９
５
年
１
月
の
阪
神
・

淡
路
大
震
災
以
降
、
全
線
の
高
架

橋
柱
や
橋
脚
、
盛
土
な
ど
の
耐
震

補
強
や
落
橋
防
止
対
策
を
実
施

し
、
２
０
１
３
年
に
ほ
ぼ
完
了
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
に
発

生
し
た
大
地
震
を
経
て
得
た
知
見

を
取
り
入
れ
た
、
脱
線
・
逸
脱
防

止
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
地
震
発
生
時
に
列
車
を
い

ち
早
く
減
速
・
停
止
さ
せ
る
「
早

期
地
震
警
報
シ
ス
テ
ム

テ
ラ

ス

」
も

年
に
導
入
し
、
そ
の

後
も
最
新
の
知
見
を
取
り
入
れ
機

能
を
向
上
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
、

高
架
橋
な
ど
の
土
木
構
造
物
に
つ

い
て
も
、
将
来
に
お
け
る
経
年
劣

化
に
よ
る
設
備
更
新
が
必
要
に
な

る
こ
と
に
備
え
て
、

年
度
よ
り

大
規
模
改
修
工
事
に
着
手
し
「
予

防
保
全
」
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
輸
送
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
、
在
来

線
で
６
時
間

分
を
要
し
た
東

京
―
大
阪
間

を
、
初
代
０
系

は
３
時
間

分

と
半
分
に
縮
め

ま
し
た
。
東
海

旅
客
鉄
道

Ｊ

Ｒ
東
海

発
足

後
、
時
速
２
７

０

運
転
に

よ
り
同
区
間
を

２
時
間

分
で
結
ん
だ
３
０
０
系

の
開
発
を
は
じ
め
、
揺
れ
の
小
さ

い
快
適
な
車
内
環
境
を
実
現
し
た

７
０
０
系
、
車
体
傾
斜
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
採
用
し
、
同
区
間
を
最
短

２
時
間

分
で
結
ぶ
Ｎ
７
０
０
系

に
続
き
、

年
２
月
に
は
さ
ら
な

る
安
全
性
、
安
定
性
の
向
上
を
目

指
し
た
最
新
の
Ｎ
７
０
０
Ａ
を
投

入
す
る
な
ど
、
東
海
道
新
幹
線
は

た
ゆ
ま
ぬ
進
化
を
続
け
て
い
ま

す
。
ま
た

年
春
に
は
、
Ｎ
７
０

０
Ａ
、
Ｎ
７
０
０
系
改
造
車
両
の

最
高
速
度
を
時
速
２
８
５

に

向
上
し
、
さ
ら
に
３
分
程
度
の
時

間
短
縮
を
図
る
予
定
で
す
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
体
系

は
、
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ

で
一
定
の
列
車
頻
度
を
確
保
し
、

こ
れ
に
臨
時
列
車
を
組
み
合
わ
せ

て
需
要
に
応
じ
た
輸
送
力
を
提
供

し
て
い
る
の
が
最
大
の
特
徴
で

す
。
開
業
時
に
は
「
ひ
か
り
」

「
こ
だ
ま
」
が
毎
時
１
本
ず
つ
、

１
日

本
で
し
た
が
、

年
度
に

は
１
日
平
均
３
４
２
本
を
運
行
す

る
な
ど
、
５
倍
強
ま
で
輸
送
力
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

年
春
に
は

「
の
ぞ
み
」

本
ダ
イ
ヤ
の
導
入

に
よ
り
、
多
客
期
で
の
さ
ら
な
る

弾
力
的
な
輸
送
が
可
能
と
な
り
、

こ
の
８
月
８
日
に
は
１
日
４
２
６

本
と
い
う
過
去
最
多
の
列
車
を
運

行
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
運
行
１
列
車
当

た
り
の
平
均
遅
延
時
分
は
、
自
然

災
害
な
ど
に
よ
る
も
の
も
含
め
１

分
未
満

年
度
０
・
９
分

と
、
比
類
な
き
正
確
性
を
確
保
し

て
い
ま
す
。

　
加
え
て
当
社
で
は
、
東
海
道
新

幹
線
の
一
層
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

を
図
る
た
め
、
積
極
的
に
省
エ
ネ

型
車
両
を
開
発
・
投
入
し
て
い
ま

す
。
最
新
車
両
の
Ｎ
７
０
０
系
・

Ｎ
７
０
０
Ａ
は
、
初
代
０
系
に
比

べ
て
電
力
消
費
量
が
ほ
ぼ
半
減

時
速
２
２
０

運
転
で
の
比

較

と
、
航
空
機
よ
り
も
圧
倒
的

な
環
境
優
位
性
を
有
し
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
７
０
０
系
か
ら
Ｎ

７
０
０
Ａ
へ
の
置
き
換
え
を
進

め
、
さ
ら
な
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
半
世
紀
以
上
前

に
「
広
軌
に
よ
る
旅
客
専
用
線
」

と
い
う
新
幹
線
の
礎
を
決
断
さ
れ

た
先
人
の
「
先
見
の
明
」
が
今
の

姿
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
ま

す
。
そ
の
方
々
か
ら
引
き
継
が
れ

て
き
た
「
バ
ト
ン
」
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
、
東
海
道
新
幹
線
を

将
来
に
わ
た
り
維
持
・
発
展
さ
せ

る
た
め
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
を
さ
ら
に
磨
き
続
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
バ
イ
パ
ス
機
能
を
持
つ

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
開
業
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

東海道新幹線は１日約 万人が利用する

　
世
界
初
の
高
速
鉄
道
と
し
て
１
９
６
４
年
に
運
行
を

開
始
し
た
東
海
道
新
幹
線
は
、
１
日
に
開
業

周
年
を

迎
え
た
。
東
京
―
名
古
屋
―
大
阪
の
三
大
都
市
圏
を
結

ぶ
大
動
脈
と
し
て
１
日
当
た
り
約

万
人
、

年
間
で

の
べ
約

億
人
が
利
用
。
日
本
の
交
通
機
能
の
基
盤
と

し
て
、
日
本
経
済
の
発
展
を
支
え
、
日
本
の
高
度
成
長

に
伴
う
旅
客
需
要
の
増
大
に
対
応
し
、
車
両
や
地
上
設

備
の
技
術
開
発
に
進
め
て
高
速
化
や
輸
送
量
の
拡
大
を

図
っ
て
き
た
。
東
京
駅
か
ら
３
―
４
分
に
１
本
程
度
の

割
合
で
列
車
が
発
車
す
る
過
密
ダ
イ
ヤ
を
実
現
し
な
が

ら
、
死
亡
事
故
ゼ
ロ
と
高
頻
度
運
行
と
安
全
を
両
立
。

世
界
の
鉄
道
技
術
を
け
ん
引
す
る
。
２
０
１
５
年
３
月

に
は
、
さ
ら
な
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、
国
際
展

開
に
も
注
力
す
る
。

経
済
成
長
と
と
も
に
輸
送
量
拡
大

　
東
海
道
新
幹
線

年
の
歴
史

は
、
東
京
―
名
古
屋
―
大
阪
の

輸
送
力
の
増
強
の
歴
史
で
も
あ

る
。
開
業
当
初

本
程
度
だ
っ

た
１
日
当
た
り
の
平
均
運
転
本

数
は
、

年
度
に
は
臨
時
列
車

を
含
め
３
４
２
本
と
５
倍
以
上

に
拡
大
。
山
手
線
の
よ
う
な
首

都
圏
在
来
線
の
通
勤
電
車
と
ほ

ぼ
同
じ
頻
度
で
運
行
し
て
い

る
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
量

は
、
開
業
か
ら

年
間
、
日
本

の
国
内
総
生
産

Ｇ
Ｄ
Ｐ

と

ほ
ぼ
連
動
し
て
上
昇
し
て
き

た
。
巣
山
芳
樹
Ｊ
Ｒ
東
海
取
締

役
常
務
執
行
役
員
新
幹
線
鉄
道

事
業
本
部
長
は
、
東
海
道
新
幹

線
の
輸
送
量
拡
大
に
つ
い
て

「
日
本
経
済
の
成
長
に
伴
っ

て
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
き
た

結
果
」
と
話
す
。

　
東
海
道
新
幹
線
の
輸
送
量
が

大
き
く
拡
大
し
た
の
は
、

年
。

年
に
導
入
さ
れ
た
２
代

目
の
車
両
「
１
０
０
系
」
が
引

退
し
、
全
て
の
車
両
を
「
３
０

０
系
」
に
統
一
。
こ
れ
に
よ

り
、
全
車
両
が
最
高
速
度
２
７

０

に
な
っ
た
。
３
０
０
系

は

年
に
既
に
導
入
さ
れ
て
い

た
が
、
最
高
速
度
が
２
２
０

の
０
系
や
１
０
０
系
が
残
っ

て
い
た
た
め
、
輸
送
量
拡
大
の

足
か
せ
に
な
っ
て
い
た
。
車
両

の
高
速
化
で
「
の
ぞ
み
」
の
本

数
を
そ
れ
ま
で
の
１
時
間
最
大

３
本
か
ら
７
本
に
拡
大
し
た
。

　
ま
た

年
に
は
品
川
駅
を
開

業
し
た
。
飛
行
機
と
の
競
争
を

背
景
に
、
の
ぞ
み
に
自
由
席
を

設
け
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡

充
で
利
便
性
の
向
上
も
図
っ

た
。
平
日
は
ビ
ジ
ネ
ス
客
が
９

割
に
達
す
る
と
も
言
わ
れ
る
東

海
道
新
幹
線
に
お
い
て
、
確
実

に
旅
客
需
要
に
対
応
す
る
こ
と

で
、
運
転
本
数
と
輸
送
人
員
を

伸
ば
し
て
き
た
。
現
在
、
航
空

機
と
新
幹
線
の
シ
ェ
ア
は
、
東

京
―
名
古
屋
間
で
１
０
０
％
、

東
京
―
大
阪
間
で
は
約

％

と
、
所
要
時
間
３
時
間
程
度
の

路
線
で
は
、
新
幹
線
が
圧
勝
し

て
い
る
。

　

年
に
は
変
電
所
を
新
設
す

る
な
ど
電
源
設
備
を
増
強
。
運

転
本
数
の
拡
大
に
よ
り
必
要
と

な
る
電
源
の
安
定
供
給
を
進

め
、
１
日
当
た
り
の
運
転
本
数

は
さ
ら
に

本
程
度
増
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
は
１
月
に
、
新
大

阪
駅
で

年
か
ら
実
施
し
て
き

た
大
規
模
改
良
工
事
を
完
了
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
ホ

ー
ム
４
面
７
線
、
引
き
上
げ
線

２
線
か
ら
、
ホ
ー
ム
５
面
８

線
、
引
き
上
げ
線
４
線
に
増

設
。
車
両
基
地
へ
の
回
送
線
が

減
り
、
新
大
阪
駅
で
の
折
り
返

し
が
ス
ム
ー
ズ
と
な
っ
た
こ
と

で
、
３
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
で

は
、
１
時
間
当
た
り
の
の
ぞ
み

を
発
車
回
数
を
最
大

本
に
す

る
時
間
帯
を
拡
大
し
た
。
８
月

８
日
に
は
１
日
の
運
行
本
数
が

４
２
６
本
と
、
過
去
最
高
と
な

っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
過
密
な
ダ
イ
ヤ

編
成
を
可
能
に
し
て
い
る
は
、

「
１
時
間
の
ダ
イ
ヤ
の
パ
タ
ー

ン
が
決
ま
っ
て
い
る
」

巣
山

取
締
役

た
め
だ
。
東
海
道
新

幹
線
は
１
時
間
当
た
り
、
の
ぞ

み

本
、
ひ
か
り
２
本
、
こ
だ

ま
３
本
、
最
大

本
の
パ
タ
ー

ン
を
軸
に
、
旅
客
需
要
に
応
じ

て
の
ぞ
み
の
発
車
本
数
が
変
動

す
る
ダ
イ
ヤ
編
成
の
手
法
を
と

っ
て
い
る
。
の
ぞ
み
の
定
期
列

車
は
１
時
間
に
５
―
６
本
で
、

全
体
の
運
転
本
数
の
１
―
２
割

が
運
転
日
が
変
わ
る
臨
時
列
車

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ダ
イ
ヤ
編
成
を
行

う
こ
と
で
、
旅
客
需
要
を
細
か

く
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
、
柔
軟
に
ダ
イ
ヤ
を
変
え
、

運
行
の
効
率
化
と
利
便
性
の
向

上
に
つ
な
げ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東

海
の
ダ
イ
ヤ
編
成
の
手
法
は
、

東
海
道
新
幹
線
が
航
空
機
な
ど

ほ
か
の
輸
送
手
段
に
対
し
、
優

位
性
を
堅
持
し
て
き
た
要
因
に

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

東海道新幹線開業周年
（ ） 【広告特集】 ２０１４年 平成２６年 １０月１日 水曜日 　　


